いるお まきと いう 婆さんが 頓死した。 おまき は 寛 政 申 

年生 まれの 今年 六十 六で、 七 之 助と いう 孝行な 息子 を 

もっていた。 彼女 は 四十 代で 夫に 死に別れて、 それ か 

ら 女の手 ひとつで 五 人の子 供 を 育て あげたが、 総領の 

おとこ 

娘 は 奉公先で 情夫 を - J しらえ て 何処 へ か蚯け 落ち をし 

てし まった。 長男 は 芝 浦で 泳いで いるう ちに 沈んだ。 

次男 は 麻疹で 命 を 奪ら れた。 三男 は 子供のと きから 手 

癖が 悪い ので、 おまきの 方から 追い出して しまった。 

「わたし は よくよく 子供に 運がない」 

おまき はいつ も 愚痴 を こぼして いたが、 それでも 

末っ子の 七 之 助 だけ は 無事に 家に 残って いた。 しかも 



お- P こ 

母子 ふたりが 水 いらず で 仲よ く暮 していた。 親孝行ば 

かりで なく、 七 之 助 は 気の あらい 稼業に 似合わない、 

おとなしい 素直な 質で、 近所の 人達に も 可愛がられて 

いた。 

それに 引き替えて、 母のお まき は 近所の 評判が だん 

だんに 悪くな つた。 彼女 は 別に 人から 憎まれる ような 

悪い 事 をし なかった が、 人に 嫌われる ような 一 つの 癖 

を もっていた。 おまき は 若い ときから 猫が 好きで あつ 

たが、 それが 年 をと るに つれてい よいよ 烈しくな つて、 

この頃で は 親 猫 子猫 あわせて 十五 六 匹 を 飼って いた。 

勿論、 猫 を 飼う の は 彼女の 自由で、 誰も あらためて 苦 



つきばん いえぬし 

容易に 埒が あくまい と 思った ので、 月番の 者が 家主の 

ところへ 行って 其の 事情 を 訴えて、 おまきが 素直に 猫 

こな i. こ て 

を 追い はらえば よし、 さもなければ 店 立 を 食わして く 

れと 頼んだ。 家主 ももち ろん 猫 婆の 味方ではなかった。 

早速お まきを 呼びつ けて、 長屋 じゅうの 者が 迷惑す る 

から、 お前の 家の 飼い猫 を みんな 追い出して しまえと 

命令した。 もし 不承知な らば 即刻に 店 を 明け渡して、 

どこ へ でも 勝手に 立ち退け と 云った。 

家主の 威光に おされて、 おまき は 素直に 承知した。 

「いろいろの 御手 数 を かけて 恐れ入りました。 猫 は 早 

速 追い出します」 



錶掛 錠前 直しの 職人の 女房が 七 歳になる 女の 児 を つれ 

て、 神明の お宮へ 参詣に 行って、 四ッ (午後 十 時) 少 

し 前に 帰って来 ると、 その 晚は 月が 冴えて、 明るい 屋 

根の 上に 露が 薄白く 光って いた。 

「あら、 阿 母さん」 

女の 児 はなに を 見た か、 母の 袂を ひいて 急に 立ちす 

くんだ。 女房 もお なじく 立ち 停まった。 猫 婆の 屋根の 

上に 小さい 白い 影が 迷って いるので あった。 それ は 一 

匹の 白 猫で、 しかも 前脚 二 本 を 高く あげて、 後脚 二 本 

は 人間の ように 突っ立って いるの を 見た 時に、 女房 も 

はっと 息 をのみ 込んだ。 かれは 娘 を 小声で 制して、 し 



「そこ を 何とかす るの が 御用 じゃあね え か。 もうて め 

え 一 人に あずけち や あ 置かれね え。 あした はおれが 直 

接に 出張って 行く から 案内して くれ」 

あくる 日 も 秋ら しい 陰気な 雨が しょ ぼしょ ぼ 降つ て 

いたが、 熊 蔵 は 約束 通りに 迎 いに 来た。 二人 は 傘 をな 

らべ て片 門前へ 出て 行った。 

路地の なか は 思いの ほかに 広かった。 まっすぐに は 

いると、 左側に 大きい 井戸が あった。 その 井戸側に つ 

かぎ 

いて 左へ 曲がる と、 また 鉤の手に 幾 軒 かの 長屋が つづ 

いていた。 しかし 長屋 は 右側ば かりで、 左側の 空地 は 

こう、 P ほしば 

紺屋の 干 場に でもな つてい るら しく、 所 まだらに 生え 



そうして、 夕七ッ (午後 四時) 前に 再び 路地の 口に 立つ 

た。 雨が 又 ひとしきり 強くな つて 来たの を 幸いに、 か 

れは頰 かむ り をして 傘 を 傾けて、 猫 婆の 南 隣り の 空 家 

へ 忍び込んだ。 彼 は 表の戸 を そっと 閉めて、 しめつ ぼ 

い 畳の 上に あぐら を搔 いて、 時々 に 天井裏へ ぼと ぼと 

あまも リ 

と 落ちて 来る 雨 漏の 音 を 聴いて いた。 くずれた 壁の 下 

にこお ろぎ が 鳴 いて、 火の気の ない 空 家 は 薄ら寒 か つ 

た。 

ここの 家の 前 を 通る 傘の 音が きこえて、 大工の 女房 

は 外から 帰 つ て 来たらし か つ た。 
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